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 今年は雪も降り積もり、寒く長い冬でしたが、とうとう春が来ましたね。 

 今回は、豊かさを身近なところに引き付けてくれるもの、絵画のある暮らし、俳句のある暮ら

しのおすそ分け、そして新年会から先日行われた交流の集い、総会まで、クラブジャパンの催し

のご報告をお届けします。再開される野外で集う会や親睦会、秋の文化祭等のお知らせもあるの

で、どうぞ日にちをお確かめください。数々の催しで、皆さんにお目にかかれますように。 

会員の皆さんから ～季節は巡る～  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 シェラン島某所にある M邸にお邪魔したところ、お宅のあちこちにご家族の作品が飾られてお

り、とても素敵だったので、写真を撮らせてもらいました。    

 秋にきのこ狩りに行って絵のようなきのこを探したり、台所のトマトやりんごを食べる前に観

察したりするのもとても楽しそうですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

来宮(きのみや)神社の大楠(おおく  

       す)と熱海梅園 

         （静岡県） 
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M邸の壁                    

  
 
 
 
 
 
 

   

   

  
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 

新年 東伏見稲荷神社（東京都） 

皇居 二重橋 蔵王連峰（山形県） 

ある日の夕暮れ 

（コペンハーゲン） 

樹齢二千百年超､
本州一の巨木､国
の天然記念物 
 

   
   

                        



 Klub Japanの催し 

第 22回クラブジャパン交流の集い及び 2026年度総会（3月 22日（日）開催）より 

 女声合唱を２曲聞いていただいた後、典子さん先導の準備体操と早口言葉で体と口をほぐし、

るいさんと陽子さんのギター伴奏で「どこかで春が」「テネシーワルツ」「見上げてごらん夜の

星を」等５曲を全員で歌いました。その後、知恵子さんによる、デンマークの老人ホームの現状

についてのお話がありました。入居時期の見極めの難しさや職員に求められる高度な専門性、職

員の満足度が上がれば入居者の満足度も上がる等、考えさせられる内容が多くありました。それ

に続き、日本で友だち近居を 17年続けている「個個セブン」、「想像できる未来は創造できる」

を合言葉に大人の女子寮を作ろうとしているプロジェクトの紹介をし、交流の集いは終了。続い

てお茶を飲みながらの総会となりました。 

 

 

 

 今回は、昨年度から持ち越されていた議題、団体設立以来据え置かれていた会費の値上げをす

るか否かの話し合いに大半の時間を費やしました。助成金の申請をしなければ、会費だけでは早

晩底をつく財政状況に値上げの必要性を感じたものの、値上げによって会員数が減ることも危惧

されるところ、企業に働きかけるという案が出て、法人会員を募集し、メリットとして Klub 

Japanの HPに会社名を掲載する(無料の広告)という意見、献金をお願いするという意見も出まし

た。今年度試み、その結果をもって、来年度の総会での話し合いになります。 

 ご意見ご提案等、どうぞ理事会にお寄せ下さい。 

 

 

 
 

潜入！ある日の編み物クラブ  

 「皆さん、あみあみしてますか？」でおなじみの新クラブ、編み物クラブにに、２月某日、 

オンラインで参加してみました。 

 この日の参加者は私を含め 5名。セーター、小物入れ、ソフィースカーフ等々、画面越しにア

ドバイスをもらったり、進み具合を見せ合ったりしながら、思い思いのペースで編み続けた 2時

間弱のとても和やかな集まりでした。 

 日本滞在中の和子ステッフェンセンさんは、この日は音声が出なかったり画面が映らなかった

りとなかなか安定しない状況でしたが、うまくつながった時に編み中の色とりどりのセーターを

見せてくださり、声が聞こえない時は自動字幕作成機能を使って私達のおしゃべりを読んでいた

だく等、多様な方法で一緒に過ごせたひとときでした。 

 私はといえば、あやとりの紐作り。くさり編みを延々したつもり 

でしたが、できたのはたった一本。このペースだと、 

あと 10回ぐらい参加が必要なようです。 

 編み編みする方も、編み編みしないけれど皆さんの 

様子を見ながらちょっとおしゃべりしたいなと思われる方も、飲み物片手に参加されるのは    

いかがでしょうか。 

 

 

       

 

   
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

 
 
 
 
 
  

薄墨桜（東京都） 





  Klub Japanの今後の催し ４月 1日（水）13時集合 野外で集う会再開 

              ６月 14日（日）Kolonihave親睦会 ※詳細後日  

              ９月 27日（日）拡大版交流の集い 文化祭     

 盛り上がった新年会の百人一首から、春の歌を取り上げてみました。 

 来年の新年会では、いにしえの春を感じながらこの和歌の札を一緒に探しませんか。 

 

      ※諸準備のため、早めに申し込んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 
 

 今回も、皆さんのご協力で、季節便りを発行することが

できました。どうもありがとうございます。 

 いよいよ動きやすい季節になりましたね。皆さんとあち

らこちらでお会いできることを楽しみにしています！ 

全ての活動について、会員の皆様に随時メールで案内を送ります。Klub Japanのホームページにも活動の

詳細を順次掲載いたします。  https://klubjapan.dk/ 

 
 
 
 
 
 
 
 

皆さんの近況、写真、身近な存在、おすそわけ話、俳句、川柳、短歌等、いつでもお寄せ下さい。 

投稿はこちらまで michikoriko@gmail.com 
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